
令和７年度犬山市歴史まちづくり協議会 次第 

 

日時 令和８年２月２０日（金） 

   １３時３０分～１５時３０分（予定） 

                   場所 犬山市役所２階２０２・２０３会議室 

 

１ 会長の選任、副会長の指名 

 

２ 報告事項                          

(１)令和７年度歴史まちづくり計画関連事業について       

【資料１、１－１、１－２、１－３、１－４】 

(２)歴史的建造物の保存活用と町並み景観の維持向上に向けた取組みについて 

【資料２、２－１、２－２、２－３、２－４、２－５、２－６】 

３ 協議事項 

(１)令和７年度犬山市歴史まちづくり賞表彰物件について  

【資料３、３－１、３－２、３－３、３－４】     

(２)犬山市歴史的風致維持向上計画（第２期）の改訂について    

【資料４、４－１、４－２、４－３、４－４】 

(３)令和７年度進行管理・評価シート（案）について            【資料５】 

 

４ その他 

 



 

  

 犬山市：教育委員会歴史まちづくり課 

     都市整備部都市計画課 

犬山市歴史まちづくり協議会 委員名簿 

  令和７年６月１日～令和９年５月３１日 

区 分 
氏  名 

【敬称略】 
所属等 備考 

学識経験者  越澤 明 北海道大学名誉教授   

  苅谷 勇雅 元文化庁文化財監査官   

  赤塚 次郎 犬山市文化財保護審議会会長   

  中村 真咲 名古屋経済大学犬山学研究センター長   

 下間 久美子 國學院大學観光まちづくり学部教授  

関係施設の 

所有者等 
成瀬 淳子 公益財団法人犬山城白帝文庫理事長   

  阿部 直樹 日本庭園有楽苑所長   

行政機関 

  

浅井 隆徳 愛知県一宮建設事務所長   

  辻 光代 
愛知県県民文化局文化部文化芸術課 

文化財室長 
  

  湯浅 健司 
愛知県都市・交通局都市基盤部 

公園緑地課長 
  

その他 

 

 

 

岡田 雅隆 一般社団法人犬山市観光協会会長  

石田 芳弘 一般社団法人犬山祭保存会会長  

    

オブザーバー 山尾 耕平 中部地方整備局建政部 都市調整官 
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令和７年度歴史まちづくり計画関連事業について 

 

１．犬山市歴史的風致維持向上計画の進行管理に関わる事業の進捗状況について 

（１）犬山市歴史まちづくり協議会専門部会の開催 

・犬山市歴史まちづくり専門部会を開催し、犬山市歴史的風致維持向上計画に位置づけた事業の進捗報

告を行うとともに、専門的な事項について審議いただいた。 

   令和７年７月２５日  令和７年度第１回犬山市歴史まちづくり協議会専門部会 

【報告事項】   

①令和７年度歴史まちづくり計画関連事業について 

【協議事項】 

①令和７年度犬山市歴史まちづくり賞の実施について 

②文化財保存事業費補助金事業及び景観形成事業について    

   令和７年１１月１３日 令和７年度第２回犬山市歴史まちづくり協議会専門部会 

【報告事項】 

①令和７年度歴史まちづくり計画関連事業について 

【協議事項】 

①令和７年度犬山市歴史まちづくり賞表彰候補物件について 

②（仮）犬山城下町景観づくりの手引き（案）等について  

   

（２）中部歴史まちづくりサミット【資料１－１】 

・年に一度中部地方整備局管内（愛知・岐阜・三重・静岡）の歴史的風致維持向上計画の認定を受けた 

 １８都市の首長等が一堂に会して歴史まちづくりに関わる様々な課題について情報交換をする。令 

 和７年度は愛知県岡崎市で開催された。 

  日時：令和７年１１月１１日（火）１４時００分～１７時００分 

  会場：岡崎市図書館交流プラザ りぶらホール（愛知県岡崎市） 

  内容：① 開会挨拶（岡崎市長、中部地方整備局長） 

     ② 基調講演『東海道の歴史的風致』 

（岡崎市歴史まちづくり協議会会長 瀬口哲夫氏） 

     ③ いいこと・いいもの発見！市長・町長の 

わがまちワンポイント自慢 

     （犬山市、西尾市、名古屋市、郡上市、美濃市、 

岐阜市、伊賀市、明和町、亀山市、浜松市、 

伊豆の国市） 

※犬山市は原市長より、「犬山祭に見る歴史的 

風致」にまつわる官民共同の取り組みについて 

発表した。 

     ④ パネルディスカッション「街道とまちづくり」 

     （進行：瀬口哲夫氏、パネリスト：岡崎市、津島市、 

恵那市、三島市） 

  
中部歴史まちづくりサミットの様子 
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２ 犬山市歴史的風致維持向上計画に位置づけた事業の進捗状況について 

(１)歴史的建造物等の保存・活用に関する事業 

①犬山城大手門枡形跡（犬山市福祉会館跡地）整備事業【資料１－２】 

・犬山城大手門枡形跡の一部である犬山市福祉会館跡地について、令和７年９月１８日に官報告示され、

史跡犬山城跡に追加指定された。 

・犬山城大手門枡形跡（犬山市福祉会館跡地）については、「史跡犬山城跡整備基本計画」（令和７年６月

策定）で、「犬山城入口ゾーン」として、犬山城の価値と魅力の発信拠点、犬山城見学の出発点と位置

づけ、江戸時代の大手口から城内へのルートや堀や土塁の規模を体感できる場所となるよう整備を行

う。 

・令和７年度は史跡整備及び史跡内に設置する便益施設（トイレ・休憩所）の基本設計を実施している。

また、基本設計に伴い、地元説明会、市民説明会、関係団体へのヒアリングを実施した。 

 ＜史跡整備基本設計＞ 

委 託 先：株式会社フジヤマ名古屋支店 

＜便益施設基本設計＞ 

・公募型プロポーザル方式（応募：１０者）により受注者選定を行った。 

委 託 先：合同会社斎藤信吾建築設計事務所 

 ＜地元説明会＞ 

  日  時：令和７年１１月２２日（日）１５時００分～１６時３０分 

場  所：犬山市役所２階２０５会議室 

対  象：近隣住民、周辺町内会、関連団体（犬山城のボランティア団体、まちづくり団体など）、 

市議会議員 

参加者数：２５名 

＜市民説明会＞ 

 日  時：令和８年１月１１日（日）１５時００分～１６時３０分 

場  所：犬山市役所２階２０５会議室 

対  象：市内在住、在勤、在学の人（広報誌、ＳＮＳ等で周知） 

参加者数：１４名 

＜ヒアリングを行った関係団体＞ 

 ・犬山グッドウィルガイド(外国人向けガイドボランティア団体) 

・ナイスで犬山(日本人向けガイドボランティア団体) 

 ・犬山市心身障害児(者)父母の会 

・精神障がい者家族会 犬山しらゆり会  

・犬山市身体障害者福祉協会 

 

②文化財保存事業費補助金事業 

◯歴史的な建造物を地域の資産として残していくため、登録有形文化財や歴史的風致形成建造物の修理 

事業に係る費用の一部を助成する。 

・令和７年度当初予定していた歴史的形成建造物１件に対する助成事業については、所有者から辞退の

申し出があったため、事業を見送った。 

・令和９年度助成希望がある町家１件について、歴史的風致形成建造物指定に向けた実測調査等を実施

している。 
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③景観形成助成金事業 

・景観計画によって定められた景観形成促進地区における景観の保全を目的とした修景・改修事業及び

景観重要建造物、歴史的建築物の修景事業の費用の一部を助成する。助成にあたっては、有識者３名から

構成される「景観アドバイザー会議」で審議を行ったうえで採否を決定した。 

令和７年度助成件数：４件 

 

ⅰ景観重要建造物（枝町車山蔵）の修景事業 １件 

ア 枝町車山蔵（景観形成建造物）に対する助成 

 ・東面扉の修繕 

 ・外壁の塗装 

 ・屋根瓦の積みなおし 

 ・鉄骨柱脚の修繕 

 

 

 

 

 

ⅱ歴史的建築物の修景事業 ２件 

ア 個人住宅（大本町通り）に対する助成  

・北側外壁の板金貼り 

・瓦の葺き替え 

・左官壁の補修 

・塀板金の塗装 

 

 

 

 

 

イ 個人住宅（坂下大本町）に対する助成 

・屋根の補修工事 

・東側外壁の漆喰塗り 

・１階前面格子の造作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史的建築物ⅰ（修景後） 

歴史的建築物ⅱ（修景前） 

枝町車山蔵（修景前） 枝町車山蔵（修景後） 

歴史的建築物ⅰ（修景前） 

歴史的建築物ⅱ（修景中） 
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ⅲ良好な景観形成のための工作物（門）の新築事業 １件 

ア 個人住宅（魚新通り）の門の新築に対する助成 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 歴史的景観等の保存・活用に関する事業 

①広告物アドバイザーによる現地確認、ガイドラインの周知 

・広告物アドバイザーと犬山市職員により、年２回城下で屋

外広告物の掲出状況について現地確認し、各店舗に対して

チラシを配布して犬山市屋外広告物ガイドラインの周知

を行った。 

・令和７年５月２４日に実施した第１回現地確認の結果、ガ

イドラインに適合しない広告物を掲出しているとアドバ

イザーが判断した物件の所有者に対して、８月から文書を

配布し、屋外広告物ガイドラインへ適合するよう改善を依

頼した。 

・改善を依頼した物件については、令和７年１０月２６日に実施した第２回現地確認の際、改善がみられ

るかフォローアップ調査を実施した。その結果、壁面への貼り紙の減少、のぼり旗の撤去などの改善が

行われていることが確認できた。 

 

②犬山城下町まちなみだよりの発刊・配布【資料１－３】 

・景観や屋外広告物に関する最新のトピックを周知するため、城下町の住民や店舗 （約１，１００戸） 

を対象に、年２回（７月、１月）「犬山城下町まちなみ便り」を発刊・配布した。また、犬山市ホーム

ページ上で公開した。 

  

門の新築（新築前） 門の新築（新築後） 

第１回現地確認の様子 
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（３）地域の伝統文化や歴史的な祭礼行事等の伝承に関する事業 

①犬山祭伝承保存理事業 

・「犬山祭の車山行事」（ユネスコ無形文化遺産、国指定重要無形民俗文化財）で使用する用具の修理

や復元新調事業を助成する。令和７年度は２件の復元新調事業を助成している。 

 

ⅰ中本町「西王母」水引幕復元新調事業 

・中本町の車山「西王母」の水引幕1２面（前・後）の復原新調事業を助成する。 

※令和６～８年度にかけて４面全ての復原新調を実施予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ寺内町「老松車」車輪復原新調事業 

・寺内町の車山「老松車」の車輪一式、芯棒2包み金物一式の復元新調事業を助成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1 犬山祭の車山のうち、下山（したやま、上から三段目の層）の舛組の下に装着する細長い帯状の幕のこ

と。 
2 犬山祭の車山のうち、車輪間をつなぐ水平材のこと。 

中本町山車「西王母」 中本町水引幕復元新調事業監修の様子 

寺内町山車「老松車」 寺内町車輪復元新調事業監修の様子 
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（２）民俗文化財保存伝承事業  

・市内の民俗文化財保存伝承団体が行う後継者育成事業を助成する。令和７年度は２６団体に対して補

助金を交付した。 

・市内の民俗文化財保存伝承団体が行う用具の修理事業を助成する。令和７年度は１団体が実施する神

楽屋台の修理（脱落した装飾の修理等）に対して補助金を交付した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．その他 

（１）横山住雄氏旧蔵資料について【資料１－４】 

 ・犬山市文化財保護審議会委員であった郷土史家の横山住雄氏旧蔵資料を令和７年３月に一括で犬山 

市が寄贈を受けた。寄贈資料の内、近代の絵葉書・パンフレット類を中心とする歴史資料約３００点 

については、犬山市文化史料館で保管し、図書資料等約６，５００点については、市から名古屋経済 

大学犬山学研究センターに寄託した。 

 ・犬山市文化史料館では、犬山市と対岸の各務原市をつなぐ「犬山橋」（選奨土木遺産）が令和７年に

１００周年を迎えたことを記念して、寄贈資料約５０点（パンフレット、絵葉書等）を活用し、企画

展を開催した。また、企画展に合わせて、古写真と現在の様子を見比べながら実際に犬山橋周辺を歩

くワークショップ「古写真とぶらり犬山橋を歩く」を実施した。 

企画展名：犬山橋竣工 100 周年記念企画展「犬山橋―View of INUYAMA BRIDGE」 

  展示期間：令和７年１２月４日 ～ 令和８年１月２８日 

 ・名古屋経済大学犬山学研究センターでは、令和７年度、図書資料等を書架へ配架した。今後、犬山市

をはじめとした地域の郷土研究に活用できるようにするため、整理作業を進めている。 

  

装飾修理箇所（修理前） 

装飾修理箇所（修理後） 
神楽屋形全景（修理後） 
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越澤会長・原市長ご面談(R7.11.24) 

企画展関連ワークショップの様子(R8.1.17) 

企画展で展示したパンフレット・古写真の一部(横山住雄氏旧蔵資料) 

企画展での展示の様子② 

企画展での展示の様子① 



中部歴史まちづくりサミット

令和７年11月11日（火）

岡崎市図書館交流プラザ りぶらホール

in 岡崎

第11回

資料１-１



開会挨拶

岡崎市長 内田 康宏
中部地方整備局長 森本 輝

基調講演

「東海道の歴史的風致」

岡崎市歴史まちづくり協議会 会長
名古屋市立大学名誉教授 瀬口 哲夫 氏

いいこと・いいもの発見！
市長・町長のわがまちワンポイント自慢（前半）

パネルディスカッション

ファシリテーター： 瀬口 哲夫 氏

パネリスト： 岡崎市長 内田 康宏 氏、 恵那市長 小坂 喬峰 氏、
三島市長 豊岡 武士 氏、 津島市副市長 加藤 隆志 氏

             

共同宣言・記念撮影

閉会挨拶

掛川市長 久保田 崇

プログラム

いいこと・いいもの発見！
市長・町長のわがまちワンポイント自慢（後半）

西尾市副市長、郡上市副市長、伊賀市長、
美濃市長、明和町長、浜松市副市長

伊豆の国市長、亀山市長、岐阜市長、
名古屋市副市長、犬山市長

休憩

プログラム

１４：００

１４：１０

１４：４５

１５：００

１５：２０

１５：３５

１６：４５

１６：５５



岡崎市歴史まちづくり協議会会長
名古屋市立大学名誉教授            瀬口 哲夫氏

プロフィール
1978年より豊橋技術科学大学助教授、1996年より名古屋市立大
学芸術工学部教授。同大芸術工学部長を経て、同大名誉教授。
建築を中心とした歴史的資産を活かしたまちづくり、都市景観や土
地利用を考慮した都市計画について調査研究を行っている。
主な著書に「景観法とまちづくり」、「中部の都市を探る」（以上共著）
など。

岡崎市景観審議会会長、岡崎城跡整備委員会委員長などを務める。

東海道や中山道など、日本を代表する歴史的な街道を有する歴まち都
市の市長・副市長に、各都市の取り組みをご紹介いただくとともに、街
道がもたらす「交流」について、意見交換を行います。

テーマ：街道とまちづくり

講師紹介

恵那市長
小坂 喬峰 氏

パネリスト

津島市副市長
加藤 隆志 氏

三島市長
豊岡 武士 氏

『東海道の歴史的風致』
基調講演

パネルディスカッション

岡崎市長
内田 康宏 氏



各都市の首長等が自らプレゼンターとなり、わがまちイチオシの魅力をご紹介します。

プレゼンター

いいこと・いいもの発見！
市長・町長のわがまちワンポイント自慢

西尾市副市長

郡上市副市長

伊賀市長

美濃市長

明和町長

浜松市副市長

近藤 芳英 氏

置田 優一 氏

稲森 稔尚 氏

篠田 啓介 氏

下村 由美子 氏

内藤 伸二朗 氏

伊豆の国市長

亀山市長

岐阜市長

名古屋市副市長

犬山市長

山下 正行 氏

櫻井 義之 氏

柴橋 正直 氏

松雄 俊憲 氏

原 欣 伸 氏

第

十

一

回

中

部

歴

史

ま

ち

づ

く

り

サ

ミ

ッ

ト

共

同

宣

言

中

部

地

方

に

は
、
数

多

く

の

歴

史

あ

る

建

造

物

が

現

存

し
、
ま

た

先

人

か

ら

受

け

継

が

れ

た

祭

礼

行

事

や

文

化

な

ど
、
そ

こ

に

住

む

人

々

の

生

活

に

地

域

固

有

の

歴

史

や

伝

統

が

色

濃

く

反

映

さ

れ
、
地

域

ご

と

に

独

自

の

趣

と

情

緒

が

感

じ

ら

れ

ま

す
。

本

日
、
徳

川

家

康

公

の

生

誕

の

地

で

あ

り
、
古

来

よ

り

交

通

の

要

衝

と

し

て

栄

え
、
唯

一

無

二

の

八

丁

味

噌

造

り

が

継

承

さ

れ

る

ま

ち

で

あ

る
、
こ

こ

岡

崎

市

に

お

い

て
、
か

つ

て

街

道

に

よ

り

も

た

ら

さ

れ

た
、
人
、
モ

ノ
、
情

報
、
文

化

の

交

流

に

な

ぞ

ら

え

て
、
認

定

都

市

間

の

交

流

を

一

層

深

め
、
世

代

間

の

交

流

を

活

性

化

す

る

必

要

が

あ

る

こ

と

を

確

認

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た
。

コ

ロ

ナ

禍

を

経

て

現

在

は
、
訪

日

外

国

人

客

数

が

過

去

最

高

を

更

新

し
、
イ

ン

タ
ー
ネ

ッ

ト

や

S

N

S

に

よ

り

遠

く

離

れ

た

人

々

と

も

リ

ア

ル

タ

イ

ム

で

つ

な

が

る

な

ど
、
世

界

と

の

交

流

が

日

常

化

す

る

国

際

大

交

流

時

代

を

迎

え

る

中
、
地

域

に

息

づ

く

歴

史

的

風

致

が
、
国

内

の

み

な

ら

ず

他

国

の

人

々

か

ら

も

評

価

さ

れ
、
そ

の

価

値

が

高

ま

っ

て

い

ま

す
。

今

年
、
歴

ま

ち

サ

ミ

ッ

ト

は

十

一

回

目

と

な

り
、
新

た

な

ス

テ
ー
ジ

に

踏

み

出

し

ま

し

た
。

我

々

認

定

都

市

一

同

は
、
相

互

に

連

携

し
、
広

く

情

報

を

発

信

し

て

交

流

の

輪

を

広

げ
、
受

け

継

が

れ

た

歴

史

と

文

化

を

未

来

に

つ

な

い

で

い

く

こ

と

を
、
こ

こ

に

宣

言

し

ま

す
。

令

和

七

年

十

一

月

十

一

日

中

部

歴

史

ま

ち

づ

く

り

認

定

都

市

一

同



歴史まちづくりに取り組む都市の魅
力やイベント情報などを写真や動画
で紹介しています！

日本まんなか歴まち協議会

@cbrekimachi_official

担当者のおすすめフォトス
ポットを歴まちホームペー
ジにてご紹介！
おすすめの季節、時間帯や
こだわりポイントなど詳し
く解説しています！

歴まちフォトスポットや歴まち
カードのほか、歴まちの楽しみ方
を紹介するホームページを公開し
ています。ぜひご覧ください！

中部のカードは全部で18種類！

カードを収集しながら歴まち都市を巡り、
それぞれの歴史・伝統・文化を、見て、触れ
て、感じて、新たな発見をお楽しみくださ
い！

担当イチ推し！
歴まちフォトスポット

歴まちカード

歴まち公式インスタグラム



岡
崎
市
の

歴
史
的
風
致
の
紹
介

岡崎市の代表的な歴史的風致をご紹介します。
今回のサミット会場であるりぶらは岡崎城の北に位置して
おり、岡崎城郭を構成する堀付近に建っています。
岡崎城天守の東隣には龍城神社があります。また、岡崎城
公園の東側には、岡崎の夏の風物詩である花火大会との関
わりも深い菅生祭の舞台・菅生神社があるなど、中心市街地
は歴史的風致の集積地になっています。ぜひ地図を片手に
周辺を散策してみてください。

安城松平家（徳川家の先祖）の菩提寺です。桶狭間の戦いから逃れた
家康公が登誉上人の「厭離穢土欣求浄土」の教えにより自害を思いと
どまり、再起の決意を固めた立志開運の寺院として知られます。家康
公をはじめ、歴代将軍14代までの等身大の位牌が安置されています。
大樹寺総門を額縁に見立て、岡崎城天守を望む歴史的眺望は「ビス
タライン」として浸透し、受け継がれています。

八丁味噌は、旧東海道を挟んで立地する２軒の老舗（カクキュー、まるや）が、江戸時代初期から続く伝統製法で作る豆味
噌です。原料は大豆と塩のみで、二夏二冬かけてじっくりと熟成されることにより、濃厚な旨みとコクのある独特の風味と
なります。岡崎人にとっては日々の生活に浸透しているかけがえのない故郷の味です。

家康公の生誕城として、江戸時代を通じて神聖視され、代々
格の高い譜代大名が城主となりました。５万石の石高に対して
大規模な城郭を誇り、城下を通る東海道は「二十七曲り」と呼
ばれる非常に屈折の多い道筋となっています。
明治６年（1873）の廃城令が出されると岡崎城は取り壊さ
れましたが、旧城内の地は家康公生誕地にちなみ、「康生町」と
名付けられました。

岡崎城

家康行列

家康公の遺徳をしのぶ顕彰活動の一つで、家康公や三河武士団がま
ちを練り歩き、華麗な時代絵巻を繰り広げます。もとは江戸時代に本
多忠勝を祀る映生神社（現・龍城神社）の例祭として、岡崎藩主の指揮
のもと、鎧兜を付けて隊列を組み、矢を放ち鉄砲を撃つなど戦法を鍛
錬した行軍儀式が起源と伝わります。

岡崎城天守

家康行列

大樹寺多宝塔 大樹寺三門

カクキュー八丁味噌 まるや八丁味噌 味噌煮込うどん

ビスタライン

八丁味噌

大樹寺
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犬山城下町まちなみ便り 発行：令和７年７月 

犬山市景観形成助成金 
担当課：都市計画課 

 

 

 

景
観
重
要
建
造
物
指
定
の
制
度
は
、

地
域
の
良
好
な
景
観
を
形
成
し
て
い
る
建

造
物
を
適
正
に
守
り
育
む
と
い
う
観
点
か

ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
犬

山
祭
の
車
山
蔵
を
順
次
指
定
し
て
い
ま

す
。 景

観
重
要
建
造
物
に
指
定
さ
れ
た
建
物

は
景
観
形
成
助
成
金
の
対
象
と
な
り
、
外

観
に
係
る
改
修
工
事
費
な
ど
の
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

 

 
 

犬
山
城
下
町 

ま
ち
な
み
便
り 

景
観
重
要
建
造
物
に
指
定
し
ま
し
た
！ 

町
内
会
か
ら
景
観
重
要
建
造
物
の
提
案

を
い
た
だ
い
た
枝
町
の
犬
山
祭
車
山
蔵
を

令
和
７
年
５
月
に
景
観
重
要
建
造
物
に
指

定
し
ま
し
た
。 

現
在
、
景
観
形
成
助
成
金
を
活
用
し
た

改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

  

 

〈
景
観
重
要
建
造
物
の
指
定
状
況
〉 

➀
車
山
蔵
（
本
町
） 

②
車
山
蔵
（
熊
野
町
） 

③
車
山
蔵
（
魚
屋
超
） 

④
車
山
蔵
（
新
町
） 

⑤
車
山
蔵
（
練
屋
町
） 

⑥
車
山
蔵
（
枝
町
） 

枝
町
車
山
蔵
（
工
事
前
） 

歴史的な建物の改修には補助金が使える場合があります！ 

歴史的な建物の改修に使える主な補助金を２種類ご紹介します。 

どちらの補助金にも条件や予算の限りがあり、着工予定の前年の 6 月末には担当の課へ工事の計画につい

てご相談いただく必要がありますのでご注意ください。詳しくは担当課までお問合せください。 

犬山市文化財保存事業費補助金 
担当課：歴史まちづくり課 

 【対象になる建物等】(※) 

・登録有形文化財建造物 

・歴史的風致形成建造物 など 

【対象になる工事】 

①建物外部(屋根や外壁など)の修繕で、文化財的価

値を保存する工事と認められるもの 

②土台や柱などの構造上重要な部材の修繕 

【補助金の額】 

①と②の合計額の 2/3（上限 500万円) 

 

 

【対象になる建物等】(※) 

・景観形成促進地区内の建築物及び工作物 

・歴史的建築物 など 

【対象になる工事】 

①道路から見える部分の改修で、景観計画で定める

ルールに適合するもの 

②土台や柱などの構造上重要な部材の修繕 

【補助金の額】 

①の工事費の 2/3、②の工事費の 1/3、 

（①と②の合計額の上限は 300万円） 

 

 
◄景観形成促進地

区（および景観形

成助成金）の HP 

※それぞれの指定状況については各担当課にお問合せく
ださい。建物の建築年代や様式などの状態によっては追加
の指定ができる場合がありますので、ご相談ください。 

◄文化財保存事業

費補助金の HP 

R ７ . ７月号 

発行 犬山市 

景
観
重
要
建
造
物
と
は
？ 
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犬山城下町まちなみ便り 発行：令和７年７月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も犬山城下町の屋外広告物景観の保全のため、屋外広告物アドバイザー

の協力を得て、城下町の現地確認を実施しました。屋外広告物設置の際には「犬

山城下町屋外広告物ガイドライン」をご確認ください。また、屋外広告物の設置

をご検討の際は、ぜひ都市計画課までご相談ください。 

 

 

 

 
屋
外
広
告
物
パ
ト
ロ
ー
ル
を 

実
施
し
ま
し
た
！ 

R7.5.24 

「看板は、下本町にある看板屋 Sunny napさんに相談しま

した。最初はガラス戸に大きく店名を入れようと思っていまし

たが、無い方がいいんじゃないですかと言われて。」と大前良

平さん。「でも、さすがに何もないのはお客さんも困るだろう

と思って、控えめな木の看板を置くことにしました。」 

「Sunny nap さんも

必要最低限の情報を

置くだけでいいんじ

ゃないかって。僕たち

もそういうのが好き

なので。なるべくシン

プルにしたいなって

いうので、この形に落

ち着きました。」 

引き算の美学 

犬山の人と祭り 

「元々お店をやるつもりはなかったんです。」と語る和恵さ

ん。13 年くらい前に犬山が気に入って引っ越しをしてから、

犬山の人たちとの様々な素敵なご縁があって、コーヒーの仕事

をすることになったそう。「祭りがあるのは大きいと思う。祭

りが人を繋げている感じがする。人も温かいし気にかけてくれ

て、みんなに支えられてきました。」 

「僕らくらいの若い世代の人にどんどん

お店をやっていってほしい。」と良平さん。

「個人事業で新しいお店をやりたいってい

う人に集まってもらえたら、町も活気づく

し、まちに住んでる人も面白くなる。それ

に、仲間が増えると僕らも嬉しいので。」 

犬山城下町 

屋外広告物案内 
No.001 

城下町のこれから 

発行 犬山市 
都市計画課 (市役所 2F)     TEL: 0568-44-0331 

歴史まちづくり課 (市役所 3F)  TEL: 0568-44-0354 

 

問合 

犬山城下町 
屋外広告物 
ガイドライン

HP 

CHECK! 

ページ番号 1005901 

貼り紙は必要最低限にしています。 

珈
琲
ボ
タ
ン 

 

北
熊
野
町 

屋外広告物は控えめに。 

黒の鉄枠だけ新しくしました。 



 

犬山城下町まちなみ便り 発行：令和８年１月 

▪補助・支援の内容は下記にお問合せください  

防災交通課（防災担当）：0568-44-0346 

消防本部予防課（予防担当）：0568-65-3123 

原則すべての住宅には住宅用火災警報器の設置が
義務化されています。すでに設置された製品につい
ても、正しく作動するか定期的な点検を行い、１０
年を目安に交換を行いましょう。 

感震ブレーカーとは、地震の揺れを感知して電気の
流れを自動的に止める装置です。不在時や、ブレー
カーを切って避難する余裕がない場合に電気火災
を防止する有効な手段です。 

▪支援内容 
  
▪支援対象 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

犬
山
城
下
町 

ま
ち
な
み
便
り 

景
観
重
要
建
造
物
の
改
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
！ 

令
和
７
年
５
月
に
景
観
重
要
建
造
物

に
指
定
し
た
枝
町
の
犬
山
祭
車
山
蔵
の

改
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
改
修
工

事
に
は
景
観
形
成
助
成
金
を
活
用
し
て

い
ま
す
。 

景
観
形
成
助
成
金
は
対
象
と
な
る
建

築
物
な
ど
の
、
景
観
計
画
で
定
め
る
城

下
町
ゾ
ー
ン
の
ル
ー
ル
に
適
合
す
る
た

め
の
改
修
工
事
な
ど
に
も
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

景
観
形
成
助
成
金
を
活
用
し
た
い
場

合
は
、
お
早
め
に
都
市
計
画
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

・
景
観
重
要
建
造
物 

・
歴
史
的
建
築
物 

・
景
観
形
成
促
進
地
区
内

の
建
築
物
や
工
作
物 

建物の防火対策を見直しましょう！ 

城下町には歴史的な町家などの古い建物が多いことに加えて、隣家との間隔も狭い場合が多く、適切な防火対策

が特に重要となります。一年でもっとも空気が乾燥するこの時期、ご紹介する市の支援策を参考に建物の防火対策

の見直しをしましょう！ 

◄感震ブレーカー設置費 

補助事業のお知らせの 

HP 

◄住宅用火災警報器の 

取付け支援のご案内の 

HP 

R ８ . １月号 

発行 犬山市 

（ページ番号 1005842） （ページ番号1011245） 

改修後 改修前 

◄景観形成促進地区

（および景観形成

助成金）の HP 

ページ番号 1001221 

対
象
と
な
る
建
築
物
な
ど 

感震ブレーカー 
設置費補助金 
（所管：防災交通課） 

▪補助対象者 
▪補助対象製品 
▪補助金額 

お住まいの住宅に消防職員が無料で住宅用火災警報器の取付け 
作業を行います。（住宅用火災警報器は申請者でご用意ください。） 
６５歳以上の方のみの世帯、身体障害者手帳をお持ちの方のみの世
帯、または消防長が自ら取り付けを行うことが困難と認める方 

↑ ホームセンターなどで購入できる 
簡易タイプもあります（２～４千円程度） 

住宅用火災警報器 
の取付け支援 
（所管：消防本部予防

課） 

市内で自ら所有または居住する住宅に感震ブレーカーを設置した方 

一般社団法人日本消防設備安全センターなどの認証を有する製品 

感震ブレーカーの購入と設置にかかる費用の２分の１（上限１万円） 
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9/22 に愛知県及び関係市町の屋外広告物行政担当者と愛知県広告美術業協同組合の組合員で「街歩き」を

実施し、屋外広告物の現地確認・意見交換等を行いました。広告業界 10名、事務局 2名、行政職員１６名、

総勢 28名の方々にご参加いただきました。 

意見交換では、参加者から様々な意見をいただきましたので、ご紹介します！ 

 

 

「街歩き」を実施しました！ 

発行 犬山市 
都市計画課 (市役所 2F)     TEL: 0568-44-0331 

歴史まちづくり課 (市役所 3F)  TEL: 0568-44-0354 

 

問合 

のぼり旗が多く、歩道に出ているところもありますね のれんや木の看板は城下町の雰囲気にあっていて良いと思います 

 

情報も A 看板にまとまっています

ね 

のれんや木の看板に対して、好印象の意見が多く見受

けられました。最小限の文字でシンプルな看板も、古い

建物を引き立てており印象が良いと感じる方が多いよう

です。一方で、のぼり旗が多いという意見や、建物に対

して文字が大きく気になるという意見もありました。 

 屋外広告物を設置する際は、ガイドラインを確認してみましょう！ 

 
  犬山城下町には、江戸時代の町割り「総構え」が残っており、幕末から昭和初期に建てられた歴史的な趣の残る町

家など、当時の面影を残した美しいまちなみが見られます。虫籠窓(むしこまど)、連子格子(れんじごうし)、熨斗面戸

（のしめんど）などの意匠を持ち、切妻平入りを基本とした平屋・厨子二階(つしにかい)・バンコ二階・本二階の町家

が軒を連ねます。また、軒を船枻造り（せがいづくり）とした風格のある町家が見られるのも特徴の一つです。 

 

■バンコ二階 
2階の天井が低く、表側のみ部屋が
造られ、背面は小屋裏で厨子二階か
ら本二階になる中間的な造り。 

■虫籠窓（むしこまど） 
虫籠(むしかご)のように目を
細かく組んだ格子をはめた窓。
窓枠などを漆喰塗として防火
構造にしたもの。 

■連子格子（れんじごうし） 

窓や扉の一部などに立て並べてはめ
こんだ木または竹の格子のこと。 

■厨子二階（つしにかい） 
２階の天井が低く、虫籠窓がある建
築物。江戸時代から明治時代に流行
った様式で、大名行列を見下ろさな
いよう２階の天井が低く抑えられ
ていた。 

■本二階（ほんにかい） 
軒高を高くし、2 階の正面側と背面
に部屋を設けた造り。明治末期以降
に見られる。 

■熨斗面戸（のしめんど） 
土居のし瓦の継ぎ目の雨仕舞
に漆喰を用い、市松模様に見え
るようデザインされたもの。 

■船枻造り（せがいづくり） 
日本の伝統的な建築様式で、軒などを
腕木で持ち出して深く張り出す工法。 

「犬山城下町らしさ」をみんなで守っていきましょう！ 
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犬山城下町 

屋外広告物 

ガイドライン HP 

旧磯部家住宅 

暖簾と文字の書体が街並みと合っていて素敵です 
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